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知
事
に
党
県
議
団
な
ど
要
諦
2

日
本
共
産
党
高
知
県
委

員
会
と
県
議
団
は
2
8
日
、

尾
崎
正
直
知
事
が
2
5
日
の

定
例
記
者
会
見
で
、
「
美

し
い
日
本
の
憲
法
を
つ
く

る
国
民
の
会
」
な
ど
が
5

月
3
日
に
東
京
都
内
で
開

く
「
公
開
憲
法
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
出
演
す
る
こ
と
を
表

明
し
た
こ
と
に
対
し
、
再

考
す
る
よ
う
申
し
入
れ
ま

した。同
会
は
、
改
憲
右
翼
団

体
「
日
本
会
議
」
の
関
係

書
が
要
職
を
占
め
、
改
憲

運
動
を
全
国
で
推
進
し
て

い
ま
す
。
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
は
同
県
民
の
会
が
高

知
市
で
開
く
集
会
で
も
上

映
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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日
、
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知
市

党
県
議
団
の
塚
地
佐
智

団
長
は
応
対
し
た
岩
城
孝

章
副
知
事
に
申
し
入
れ
膏

を
手
渡
し
、
憲
法
9
9
条
が

公
務
員
の
憲
法
順
守
義
務

を
規
定
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
、
「
県
民
を
代
表
す

る
知
事
が
憲
法
を
変
え
よ

う
と
い
う
団
体
の
開
く
フ

ォ
ー
ラ
ム
に
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
い
う
形
で
参
加

す
る
べ
き
で
は
な
い
。
改

憲
の
流
れ
に
同
調
し
、
賛

意
を
示
す
こ
と
に
な
る
」

と
指
摘
し
ま
し
た
。
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